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高品位なAVメディアに対する客観評価モデ、ルの開発
研究代表者理工学研究部（工学）堀田裕弘
(1）プロジェクトの背景・目的
高品位な AVメディアに対する客観評価モデ、ルを開発するために，本フ。ロジェクトでは以
下に示す2項目について研究を行う．
－個人特性（ユーザの晴好）をどのように通信サービスに反映させるか？
. 3次元IPTVを想定した映像品質の客観的評価をどうするか？
本稿では、個人特性（ユーザの噌好）をどのように通信サービスに反映させるかの基礎検討
について報告する．
JPEGなどで画像の情報圧縮を行うと画質が劣化する．人間の主観評価による画質（主観画
質：以下，画質）は様々な心理要因が影響しており，画像から受ける印象は，これらの心理要
因によって構成されると考えられる．また，得られた印象を画像の物理量と対応させること
で，物理量から印象が操作できると考えられる．よって，印象に関連の深い物理量を制御す
ることで，画質が制御できるといえる．
これまで，画質の推定に印象を用いる様々な研究が行われてきたが，これらは，評定者間
での平均的な画像の印象（以下，平均特性）から，平均的な画質を推定している．しかし，印象
は個人によって異なると考えられるため，従来の研究では個人の印象（以下，個人特性）があま
り反映されなかったといえる．また，実際に提供されるサービスでは，個人特性に適応的で
あることが理想、であり そのためには個人特性をシステムに反映する必要がある．これを実
現するためには，個人特性を解析することが重要である．
そこで本プロジェクトでは， JPEG符号化画像を対象として，符号化パラメータの変化に
よる個人特性の解析を行い，個人ごとに異なる印象をもたらす要因についての考察を行う．
(2）研究成果
本プロジェクトでは， JPEG符号化画像を対象として，符号化パラメータの変化による印
象による個人特性の解析を行った．印象の測定をするため， SD法を用いて主観評価実験を
行った. SD法に用いる形容詞対は，予備実験として事前にアンケートを行い選定した．本
プロジェクトでは，画像の色・テクスチャ・形状の 3つの評価項目に関する印象を調べるた
め，アンケートでは過去の様々な文献などから収集した 150組の形容詞対のうち，各項目を
評価する形容詞対として適当であると考えられるものをそれぞれ選んでもらった．その結果
各項目に対して選ばれた，上位 8ないし 9組の形容詞対に追加して，画像の総合評価を行う
形容詞対を実験に用いる形容詞対（表 1）とした．用いるカテゴリー尺度は 7段階とし，各形
容詞対に対し，ポジティブであると考えられる方から順に7～1の評点を付けることとした．
主観評価実験では，画像データ 8種類を原画像として用いた．評価画像の仕様を表2に，評
価画像の提示方法を図 1に，実験条件を表3に示す．
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高くなるほど， activityとregularityも共に高くなっていくことが分かる．また，総合評点
の相加平均値と符号化パラメータとの相関は0.94と非常に高かったことから，符号化パラメ
ータが高くなるほど画質は高くなるといえる．以上のことから，平均特性に対しては2つの
印象を向上させれば良いと考えられる．
－個人特性
評定者の個人特性を調べるため，全評定者に対する，評価画像56枚形容詞対26組それ
ぞれの評点値を変数として，主因子法による因子分析を行った．固有値が 1以上の因子を採
用した結果，4つの因子が得られた．累積寄与率は第1因子で34.6%，第2因子までで51.4%,
第3因子までで 73.2%，第4因子までで81.0%で、あった．ここで，第 1因子を naturalness
（自然感），第 2因子を regularity（規則感），第 3因子を brightness（明彩感），第 4因子を
complexity （複雑感）を表す因子と定めた．次に，階層的クラスタリングにより印象の受け方
がよく似た評定者の分類を行った．各クラスに該当する評定者の，各因子の因子得点の相加
平均値を，そのクラスの因子得点とした．全ての評価画像に対する各クラスの特性を図 3に
示す．また，クラス A～クラス Cの総合評点の相加平均値と符号化パラメータとの相関は，
それぞれ0.94,0.95, 9.93と非常に高かった．そのため，全てのクラスにおいて符号化ノミラ
メータが高くなるほど画質が高くなるといえる．これより，各クラスの特性を以下に示す．
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クラス Aは，符号化パラメータが高くなるほど著しく naturalnessが向上し， complexityは
低下する．一方， regularityとbrightnessに関しては変化が小さい．そこで，クラス Aに
属する人に対しては，対象画像の naturalnessを向上させ， complexityを低下させればよ
いと考えられる．クラス Bは，符号化ノミラメータが高くなるほどnaturalnessに対しては著
しく向上するが， regularityが低下する． しかし， brightnessとcomplexityに関しては変
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イ七が小さい．そこで，クラス Bに属する人に対しては，対象画像の naturalnessを向上させ，
regularityを低下させれば良いと考えられる．これら 2つのクラスに対して，クラス Cに
おいては，符号化パラメータが高くなれば全印象が向上する．そこで，クラス Cに属する人
に対しては，対象画像の全印象を向上させれば良いと考えられる．
－平均特性と個人特性の比較
評定者20名の平均特性として，符号化パラメータを高くするほど画質は上がり，また全て
の印象は良くなるというものが得られた．それに対して，印象の受け方によって分けられた3
つのクラスはそれぞれ，符号化ノミラメータと画質の相関は非常に高かったものの，符号化パ
ラメータの変化と全ての印象の変化は異なっていた．つまり 符号化パラメータを高くする
ことで，評定者の印象を一様に良くできるとはいえないことが示された．このことから，評
定者がどの個人特性に属するか調べ，その個人特性に印象を制御することで，従来よりも個
人に適応的な画質制御が行えると考えられる．
SD法による主観評価実験を行った結果，個人特性は傾向の異なった3つのクラスに分ける
ことができた．さらに，個人特性と平均特性との比較を行ったところ 平均特性のように単
純に符号化ノミラメータを上げることで全因子の因子得点を高められるとは限らないことがわ
かった．また，実際にユーザの立場における品質の高いサービスを提供するためには，平均
特性に適応させて画質を推定する従来の方法では不充分であるといえる；
このことより，個人特性を考慮、して画質に関連するパラメータを制御することで，従来よ
りもサービスの品質を高められ，かつ，ユーザに適応的な画質制御を行うための重要な知見
が得られた．
(3）プロジェクト成果（特許，起業，技術移転等）
成果として，平成21年度の学会発表論文，学術論文について以下に示します．
1. 田中沙織，佐藤雅治，川除佳和，柴田啓司，稲積泰宏，堀田裕弘，“JPEG符号化画像に
関する個人の印象の特性解析ぺ映像情報メディア学会年次大会， 4”12, (2009). 
2. 田中沙織，佐藤雅治，柴田啓司，稲積泰宏，堀田裕弘， "JPEG符号化画像の画像特徴に
基づく個人印象の特性解析ぺ 第 3回．イメージメディアクウォリティとその応用ワー
クショップ（JIQA2009),pp.13～18, (2009). 
3. 田中沙織，佐藤雅治，柴田啓司，稲積泰宏，堀田裕弘，“JPEG符号化画像に関する個人
の印象の特性解析ぺ映像情報メディア学会， Vol.63,No.12, pp.1824～1827 (2009). 
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想
本プロジェクトの成果を基にして 企業との共同研究が実際にスタートしている．
(5）利用施設
特になし．
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